
まず.予め行った血耶巾ATLV抗体テストで

その抗体陽性のサルを選択した(表1)｡ニホン

ザル(2頭).ヤクザル(2正行),タイワンザル

(2頭).ボンネットザル(2頭).ベニガオザ

ル(2頭)及びブタオザル(1頭)であろ｡これ

らの6位11頭の各々の個体から.末梢血リンパ球

を分離して,この短期培正を行い,ATLA(A

TLV特異的抗原)抗原の検出を試みたところ,

ニホンザルの2頭,ヤクザル,タイワンザル.ボ

ンネットザルの各1頭,計6頭にATLA屈性の

培菜細胞を検出できた｡次に,長期培養細胞株の

樹立を目的とした培養を行った｡二つの方法をと

った｡邦-はインターロイキンEを添加する方法,

邦二は正常ヒトt)ンパ球との混合培韮法である｡

次のような実験結果を得た｡すなわち.7頭のサ

ルより14株のATLA陽性細胞株の樹立に成功し

た｡このうち染色体が分析を行った8株中4株は

ヒト細胞,そして3株はサル細胞,他はヒトとサ

ルの混合系であることが判明した｡14株のATL

A陽性細胞の陽性率は11-7900/Oである｡また,

免疫グロブリン産生と血球レセプターという二つ

のマーカーからみると,5株は明らかなT細胞で.

1株は明らかにB細胞であったが,他は非で非B

細胞であった｡
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現地採取の各位詔長類血桁におけるヒトT細胞

白血病ウイルス(HTLV)関連抗原(ATLA

)に対する抗体を検索し,自然環境下のHTLV

もしくはその近縁ウイルスの伝播の範囲.様式及

び閑適疾患の解明を目的とする｡

日本国内で飼育されている日本ザル以外の各種

詔長頬血清の検索は,HTLV特異抗原であるA

TLAに対する抗体が原猿･新世界ザルには見出

されず,旧世界ザル(オナガザル屈･マカク屑)

･校入校(チンパンジー周)に限られるという結

果を示した.(Tnt.J.Cancer33,179-183.1984)｡
今年度は.現地採取のミドリザル(エチオピア

),マントヒヒ(ェチオピア).アラピスヒヒ(

エチオピア),マントヒヒ×アヌビスヒヒ雑椛(

エチオピア),ゲラダ(エチオピア)およびトク

モンキー(スT)ランカ)の血桁を検索した｡その
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結果は次の通りであった｡

ミド.)ザル(8.33/112;?,ll/53:Total

44/165)

マントヒヒ(8.8/183;早.20/232:Total

28/865)

アヌビスヒヒ(8,5/24･,早.2/16:Total

7/40)

マントヒヒ×アヌビスヒヒ雑柾(8.20/Bl;

?,ll/46:Total81/100)

ゲラダ(6,0/82･,?,0/67:Tot810/149)

トクモンキー(8,12/58;早,14/69:To-

ta126/1㌘ )

これらの結果に,年令.性別不明のサンプルの検

索結果を加えると,ミドリザル(54/193･,28.0

0/o),マントヒヒ(28/405;6.9C/0),アヌビス

ヒヒ(14/134;10.4%),マントヒヒ×アヌビ

スヒヒ雑坪(86/119･,30.80/0),ゲラダ(0/

149･,00/o).トクモンキー(28/151;18.20/0)

であった｡

以上の結ff!から.前回(Ⅰ.I.C.)陰性の純米

であったマントヒヒとアヌビスヒヒは現地で助性

であること.両者の雑和も同性であり軌皮が朽い

こと,トクモンキーも現地で助性であり,ミド1)

ザルとゲラダは現地でも各々同性と位性であるこ

とが判明した｡
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ヒト成人T細胞白血病(ATL)の原因ウイル

スとしてATLVが分離されている｡最近このA

TLV又はこれに極めて近縁のウイルスがニホン

ザルにも自然感染していることが報岱され.ヒト

･サル問におけるATLV感染の可能性が示唆さ

れた｡そこで孜々はニホンザルにおける抗ATL

V抗体分布状況を調査し.ヒトにおける分布と比

較して,ヒト･サル問のATLV感穀の可能性に

つき検討を行った｡詔長研野浮教授が収災,保存

されていた日本各地計41群の野生ニホンザル血WTJ

2650検肘こつき,ATLV産生ヒト細胞株MT-

1を抗原とする間接LJ:･光抗体法により抗ATLV

抗体の検累を行ったところ.670検体(25%)に


